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南極の歴史を探る②

～氷床の層序学～

南極大陸の最近の歴史一第四紀から現世一を解明する

有力た手段として特記しなけれぱならたいのはこの

数年来そのデｰタカミ急激に集積されてきた氷床層序学

と海底地磁気層序学の進歩である.南極氷床は平均

1880メｰトルの厚さをもちしかも一度も融けること

放く堆積を続けている｡したがってこの氷の化学成

分や同位元素の変化を追跡すれば氷床カミ生成して以来

の大気や気候変動力宝連続的にわかるはずである.

ま危技術の進歩によって深海底のボｰリングか可能

になり南極大陸周縁の深海底質のコアが採取できるよ

うに放った.このコアの残留地磁気の測定と微化石の

研究は500万年以上にさかのぼって連続的た環境変

化を明らかにしはじめている.

人類発生以来この大陸にはその遺跡を残していたい.

人聞の住むことのでき次い寒冷次大陸であった.その

大陸の氷床層序学やまわりの海底地磁気層序学が当時

の気候の状態を牢緯度地方よりむしろはっきり規定

できるというのは興瞭深いヨｰ見在んの役に立つの

かわから恋い氷床のボｰジングコアが地球上の最近

の気候変動の肩盛に危るのである.科学の研究という

のはどこでどうつたがるかわからたいものである.

I氷床層序学ことはじめ
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第1図南極一1無の横警の｢1=1に刻まれた年屈

(EpsT唖N,SHAEp,Gow1965)

木崎甲子郎

積雪に年層があることはよく知られている.中緯度

地方では万年雪の断面を削ってみると冬の間積った雪

の表面カミ夏になると融け土砂やごみで汚れつぎの冬

の雪でおおわれる.こうして夏の層は汚れた薄層とし

て残っている.だからその万年雪が何年経ったもの

か数えることができる.たとえば胃本アルプス立

山の劔沢の谷頭にあるいわゆる鴇はまぐり雪"では厚

さ6メｰトルの万年雪の最下部年層は15年ほど前のもの

であると測定されている(吉嗣!96遂)｡しかし立{

のようだ中緯度であまり標高の高くたいところでは冬

の積雪が異常に少なかったり夏の融雪が激しかったり

すると.その年の積雪層はおろか万年雪自体も消えて

しまうこともある.それでなくても年層が融け水で

乱されるおそれがある.ところが南極やグリンラン

ドのように夏でも気温カミ氷点以下の場所では融け水

による流出はたい.しかも夏冬の気温変化は積雪の

堆積構造にじゅうぶん影響を与えている.つまり夏

の雪は比較的高い気温や強い太陽輻射熱の影響で積雪

の粒子は大型になり氷板を含むことがある.また

秋口の気温の急激な降下によって弱くもろい無しもざ

らめ雪"ができる｡夏の層は密度や硬度が小さく冬

の積雪は粒子が小さく密度や硬度か大きい｡だから

年層の区別はむずかしくたい｡しかし串緯度の積雪

のように汚れた層をはさんでいるわけではないので

水化してしまうと年層の区別がむずかしく改る(第1図).

南極氷床では大陸の周縁部を除いて雪は積もる一

方である.したがって積雪はしだいに圧縮され再

結晶して雪の結晶の間にあった空気が流通しにくくた

り最後には気泡として閉じこめられてしまう｡この

通気度がゼロにたったとき水化したという.つま

り通気度のあるものを積雪というのである.水化し

たときの密度はO,83である.ちなみに純水の密度は

0,9!7である.積雪の水化する深さは南極氷床の周

縁では40～60メｰドノレパｰド基地では65メｰトノレ南

極点では100メｰトルである.沿岸にくらべて内陸ほ

ど気温が低いので積雪の圧密化は温度の高い沿岸ほど

生じやすく内陸にいくほど水化のレベルが下ってくる.

とにかく積雪の圧密が進み水化すると積雪の年

層は区別できなくたってしまう.グリンランドの場合�
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1912年クラカトア火山の爆発による火山灰層カミひとつの

鍵層に改った(中谷1958).これは深さ32メｰトノレ

ぐらいのところだからまだ水化していたい夏冬の年

層が区別できる部分である.また1954年春太平洋

ビキニ環礁で行汰われた水爆実験は南極氷床の積雪層序

の鍵層を作ったのである.というのは1954～1955年

夏の年層はSr｡｡だとの放射能が異常に強いのでこれを

肥えれば区別ができるわけである.しかしこれらの

鍵層だけではある特別な年層の決定はできても氷床

層序学を確立することはむずかしい.そこでとりあ

げられたのが酸素同位体法〔酸素同位体比は標準海水の

酸素同位体比からの偏差値で表わされる.すなわち

1(･1･)一ほ辮鵠糠簿本一1/･1,･･

である.

第至図には南極における積雪年層と酸素同位体との関

係カミしめしてある.夏の積雪には酸素同位体が多く

冬には少放いことがわかる.この方法を使えば夏と

冬の層が区別できることにたる.しかし氷床の深い

部分では分子拡散が起こりさらに年層が圧縮され

て引き延ばされて薄く決る.それで季節変化による

δ(018)の増減が不明瞭にたってしまう.したカミって

この方法カミ可能たのは世いせい数千年ぐらいまでであ

る.だカ重かまわず測定してみるとこんどは積雪

堆積当時の長期の大気温度の相対的在変化を示すことが

わかった山これがまた面白い結果を生んだのである.

ところで氷床の深さにともたう年代決定の方法は今の

ところ確立されたものはない.氷の次かの気泡をとり

出してその空気中の炭素同位体(C14)を使って年代を

決める方法もあるか氷の資料を大量に少なくとも1ト

ンを必要とするのでボｰジングのコアていどではと

てもた碧るものでは放い坦

そこで実測した堆積速度(降水量)一定氷床の厚

さも一定と考支流動パタンも不変とし流動による薄

層化を補正して理論式1こよって年代を推定したのであ

る｡すると1グシンランドのキャンプセンチ皿リｰ

では互争390メｰトル南極バｰギ基地では2,搬メｰト

ルであり放からともに底は約五0万年煎という値が出た.

そして理論的に算出した年代を基準にした酸素同位体

による気候変動が意タドに世界の最近工0万年の拳件とよ

く対比できることがわかっ危のである｡

第1表極地と日本との雨雪(μg/kg)
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(室住1959より)

風邪をひかないという話があるkらいだ｡だから先

年東京で開催された国際地球化学シンポジウムで南

極を汚染させないために保護地域を作り雪上車も禁止

飛行機もその上を飛ばせたいようにしようという提案

があったそうだ｡だがその後どうなったか知ら恋い.

でほどのくらい清潔かというと鉛の例で札幌で

は空気中に10～20μg/㎜3東京では100μg/m3を超克る

ときもある.キャシブセンチュリｰでは｡.oo05μ9/

m,3バｰド基地でほ｡.0004μ9/m-3で札幌の10万倍以

上されいだということにたる.また日本の都市と両

極の雨雪中の成分比較表(第五表)を見ると極地の雪

のイオン濃度がいかに小さいかがわかる.むしろ純水

に近い.したがって極地の積雪や氷の化学分析は高

い精度が要求される一そのため同位体質量分析法や

原子吸光法中性子活性化法などの高度の技術を駆使し

て恋されることが必要汰のである.

第2図はキャンプセンチ皿ジｰ紀おはる積雪の年

令と鉛の量との相関図である封鉛の含有量は産業革命

以来年とともに増加し夏900年前半から急上昇している｡

これは第3園の世馴こおげる鉛の生産量の優肉とよく

一致している､北極の積雪や氷の申の鉛量は人類文化

圏における生産活動の発展と対応していると考克られる.

とくに積雪中の鉛の急増は亙924年以来禽動車ガソ

リンのアンチノック剤として遵アルキル鉛添使用され

その消費量の増加を反映している(室住螂9)､つま

り自動車の欝気ガスがグシンランドの雪氷の汚染に

もつ匁かっているという現実を見逃すこと1まてき改い.

南極バｰド基地の雪氷申の鉛含有量はキャンプセン

チ戊リｰのそれの百分の一はすぎずグヅンランドの

500◎年前の雪の鉛含有量に均しい｡第2図に記入する

ことがでぎたいほど微量である､これは南北両半球

の生産活動の差によるものだろうと考乏られる､�
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第2図キャンプセンチ皿1ト岳こおける積雪の年代と鉛含有掻

(蜜住1969)
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第3図世界ξこおける鉛産出鑑(塞住王969)

し積雪部の数十メｰトルの間空気洩れを防ぐためケ

ｰシングをしなければなら次い.ロッドの重さや櫓の

問題だと大がかりだボｰリングは極地のよう放気候

条件の悪いところではどうしても無理であった｡そこ

で考えられたのカミ電熱ドリルである.氷に穴をあけ

るのだから電熱で融かしていけばよい.

㌀

�

〈

ボｰリング機械の開発

氷床層序学といっても海岸の氷屋ではたかだか数

十メｰりレまででありそれも長らく大気に曝されて再

結晶したりしていることカミおおい.ボｰリングたらば

深層の氷試料がそのまま引き上げられるわげである.

こうして深層ボｰリ'ングカミ計画された､

ところが氷のボｰリングは岩石のそれとは勝手のち

がうことがおおい.まず岩石ボｰジングでは切り

暦を除くためと冷却をかねて水を循環させている.

ところが氷では水を使うわけにはいか荏い.まして

気温がマイナス20℃以下のところである.で最初は

圧縮空気を使って切り屑を吹きあげようとした､しか

電熱といえばソビエト隊のミノレヌイ基地を訪れたと

き電熱井戸を見せられた.彼らの自慢のひとつであ

った.基地から500メｰトルもぱなれたところにソ

リ付きの小屋が置いてあった.ドアを闘いてのぞきこ

むと床が大きく切りとってありその下は竪穴になっ

電熱ドリル當)構造と装穫

籔メリｰ棚氷での電熱媒一ジンダ(オ山ストラリア隊)�
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でいて底に水カミ溜っていた｡電燈がぶら下げてあり

まわりの氷の壁に反射して明るいが在にしろ深さ20メ

ｰトルもある大きな井戸なので凄味がある昔20キロワ

ットのヒｰタｰをぶら下げて氷を融かしたから自動的

に掘り下げていく.水はポンプで汲みあげてタンク

車で基地に運び給水してまわるのである山深さが40

メｰトノレぐらいまでにたると小屋を動かしてまた新

しいところに井戸を掘るのだ洪井戸を掘ることが水を

作ることに茂るわけだ.南極では水の問題にいつも悩

まされている､雪や氷を融かせぱいいよう在ものだが

大量に入要だときは雪や氷を運んで融かすのは効率の

悪い作業であった.この電熱井戸はアイディア抜群

という感じである自

ボｰリングの場合は3アを引きあげなけれぱ汰らた

いのでただ融かしてしまうわけにはいかない､頭部

のビットの部分をシｰズヒｰタｰにしてまるく融か

して中心部をコアにして残るようにする.ところが

こうしても融け水ができる｡これを小さたポンプで

バレルの上部にあるタンクに吸い上げるのである山こ

の方法はバレノレと頭部と機械室を組みこんだ一本の筒

を電線を通したワイヤで釣り下げればよいのだから

重量はだん晋ん軽く狂った｡しかしこれにも欠陥が

あり遂｡oメｰトルぐらいが限度であることがわかった.

メカニカルドリルにくらべて掘さく速度が遅い(電

熱ドジルは2メｰトル/時だがメカニカノレトリルは

7メｰトル/時).深層ボｰリングのときは水圧で穴

が変形し扱いように北極用ディｰゼルオイノレとトリク

湾一ルエチレンを混皆た液を氷と同じ密度にして注入

する.ところがこの液がワイヤの被覆を溶かしそれ

が底に溜って熱伝導度が悪くだる.融け水を吸いあげ

るパイプが凍るなどの欠陥カミあることがわかったので

ある.

そして最後に登場したのが電動メカニカルドリ

ルである･これはバレノレや機械部をワイヤで釣り下

げて掘ることには変わりたいが掘さく部は刃をつけて

回転させながらけずりこんでいくのである.モｰタｰ

は機械室に組みこまれてありけずり屑は注入液に溶か

しこんでしまう.

1966年はじめてグリニ■ランドのキャンプセンチュ

エレクトロメカニカル回一タリｰドリルの諮元

17.5馬力長さ:26.5メｰトル重さ:1,エ00キログラム

コァの長さ:3～6メｰトル径110.8センチ

穴の径:16.2センチ速度20メｰトノレ/1ヨ

穴の傾斜:15｡(2,164メｰ一ルの底で)

�批､し此(℃)����
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第4関

ノミｰド盤上山手こ*;ける氷月くの…且』変

断面氷康の底では圧力融点

(一1.6.C)に達している.

(Goweta至至968)

リｰで氷床の底に達した.!968年1月南極のバｰ

ド基地で最初の南極氷床の底の氷を引きあげることに

成功したのである.

笈ボｰリングコアから得られた毛の

一週去の気候変動一

バｰド基地のコア:

貴重なボｰリングである.あらゆる情報をこれから

とり出さ肢ければならたい.まず温度を測ってみる.

800メｰトル下で最低のマイナス28.8℃になりそれ

から下へどんどん上昇した.五､800メｰトルではプイ

ナス13℃底ではマイナス王.6℃であることがわかった

(第4図).

このときの水圧は197バｰルで圧力融解点に達して

いることをしめしていた｡その証拠に怒るかのように

ボｰリングが底に達したとき水が穴にδ0メｰトルも上

昇してきたのである.計算によると氷と基盤との間

に少たくとも1ミリの水層があることになる.さらに

基盤に1,3メｰ1一ル掘り進んだがたにもあがってこな

かった･たぶん氷河作用ぽよる敷い漂礫土があった

綴氷のコアをあげる

(オｰストラリア

隊)�
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ためであろう.底から4～5メｰトル上の水中にはシ

ノレト砂礫(最大5センチの花庸岩片)を爽んだ層が

あった.また1,300～1,700メｰトルの深さのとこ

ろには6層のたぶん火山灰と思われる薄層が見られた.

それは北方にある主クゼキュｰティブコミティｰ山脈

の火山の爆発のとき飛んできたものと思われる｡'約

15,000BP(BPとはBeforePresentの略で一年前という

意味である)から25,000BPのことである.

この1コアから100個以上の試料をとり酸素と水素の

同位体の分析を行在った.それが第5,6図である.

δ(018)とδDの値がほとんど平行して変化している.

δ(018)の減少は温度が相対的に低いことをしめすのだか

ら現在から約10万年にさかのぼって大気温の変化をし

めしていることは見るからに明瞭である.

まず100メｰトノレから1,050メｰトルまでのδ(018)

の漸減は内陸からの冷い氷の流入を反映していると考

えられる.しかし1,050～1,400メｰトルの急激な減

少は気候変化以外には考乏られない､最下部の氷は海

面下600メｰトルのところに決るが塩水の凍ったもので

はたい.1,050～互茸400メｰトルで寒冷化と2,080～

2,160メｰトルでの温暖化はウィスコンシン(ウルム)

氷期の終わりとはじまりをしめしている.したがって

バｰド基地のコア減ウィスコンシン氷期から後氷期(沖

積世)にかげてのすべてを含んでいることにたる.

すこし詳しくみると700メｰトルのところに温暖期

がある曲これは菖､500B冒のアトラント期のものであ

ろう.しかし北半球のアトラント期は5,300～8二200

BPにあリ顕著た温暖期であったがそれがあまりよ

く現われていたい.グリンランドのコアでははっきり

認められるのだが.ウィスコンシン氷期にさかのぼる

と氷期のたかにいくつかの温暖期と寒冷期が見られる.

温暖期は23,00鵬P32,oo0Bp3g,OO0Bp5g,ooO

BPに現われ寒冷期は17,00服昼27,C00BP

34,000遭貸49,O00BPにそれぞれ見られる｡なか

でも17,000BPはもっとも寒冷な時期である｡

亙遂,O00B蓬から17草000BPにかけてオｰストラジア

東海溝の大福樵の東側に175メｰトルも海繭の下に平

坦面が発見されている一そこで採取されるサンゴは海

面下25メｰトノレぐらい以下では生息でき孜いものであっ

た.この時期の海面降下は世界中でよく知られている｡

これはウィスコンシン氷期の終末期の南極かもっとも寒

冷だったころと一致する.

この氷期の間では温暖期とはいっても後氷期より

はずっと寒く真の間氷期ではないことをはっきりしめ

している.氷床の底の氷は現在のδ(018)でも地表の

気温に近いが実際には内陸の数度寒い場所から流れ

こんでいるので現在地のであるべき温度はもっと高

い値をしめすはずである.つまり当時は現在より高

い気温であったと信じられる｡いいかえればこの時
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第5図

第6図

嫌5図

一

バｰド崖地ぴ)櫟j昨1{一リングのコ

アによる酸素と水素の1同位元素比

(O18/016D/H)の標準平均海

水(Smo､帯)から當)倫蓬δD(o/oo)

δ018(邊/⑪⑪)の変鋤

(EPsT1州eta11舳)

第6図

一瓢汐螂榊を

(趾舳榊et&い蝋)�
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期は75,000BP以前の間氷期(サンガモンあるいはリス

｡ウルム間氷期)にたる､かくてウィスコンシン(ウ

ルム)氷期は75,000BPから11,OOOBPまでの64,000年

間ということになった.

δ(018)値をグリンランドのコアのそれとくらべると

寒冷期ではそれほどちがいはたいが温暖期にはか次り

δ(O蝸)が南極のほうで小さくより低温である.バｰ

ド基地のほうがキャンプセンチュリｰより寒冷であっ

たことを意味する.コアの分析に南極では北極ほど温

度変化がはっきり現われてい汰いのはこのためである

のかもしれたい.だがぜんたいとして相対的た気

候変動は北極と南極で同時に生じているというのは

重要な発見であった.もちろんこまかい点でのピｰ

クのずれや欠除はあるがいずれにぜよ今後研究カミ造む

につれてはっきりしてくるであろう自

ウィスコンシン氷期の気温は南極でも現在より7～8℃

ぐらい低かったということにたる｡エミジアニ(互970)

ぱいろんたデｰタから大西洋赤道付近で氷期と後氷

期の温度差は6℃であるとのべている･それからみ

てもこの値はもっともらしい｡

グリンランドのコア解析:

氷床のボｰリングを行たったのはグリンランドのほ

うカミはやくキャンプセンチュリｰでは1966年に完成

した.このコアについてはすでに王ヨ600個の試料に

ついて酸素同位体の分析がなされバｰド基地のそれよ

りもっと詳しい興味ある結果が報告されている｡

第7関は現在から王葦700年前つまり画歴300年ごろ

している｡コアの長

さはすれば表面下遂卿

になる岳新しいとこ

ろでは夏920～30年こ

ろに温暖期があ簑現

在まで寒く放っている

ことがわかる｡また

寒冷期が遁世紀王7世

紀遁世紀と周期的に

やってきている,そ

して隻互50年ころになる

と姦(o至魯)は一鵬パｰミ

ルより大きく汰り5馳

年ころまでの間ずっ

と温暖期が続いている｡

この闘はバイキングが
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変化と対応する

年代王20年ご

との気候周期が

認められる.
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アイスランドやグリンランドに移住していった時期に一

致する.アイスランドの歴史と比較してもこの時期

は20年とはちがわない､12世紀後半に寒冷期がやって

きてもっともその影響を受けやすいグリンランドに住

んでいたバイキング達カミ滅亡への道を歩んでいったのも

この気候変動の影響が大きかったにちがい恋い｡

旅行噂1一定豪)獺雛をおレて

(安藤久男氏写)

手処レ鋒一リングで10mていど留)コア受とり

温度密度硬度層状構造などを繍べる�
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バイキングの族長赤毛のエリックが10世紀の末グ

リンランドの南西海岸の深いフィコノレドに移住したころ

はノルウェｰやアイスランドから新しい植民がつくた

びに石や泥炭の家がふ充ていった.気候は今日より

ずっと温暖で夏には家畜のための青草が茂りウサギ

やキツネやトナカイを狩りエスキモｰと交易をはじめ

植民地は栄えていたのである.文字通りのグリンラン

ド(緑の国)であった｡ところが13世紀にたると農

耕のできた温和な気候はどうしたわけかしだいに寒く

たってきた.同時に母国ノルウェｰの制海権はハンザ

同盟の圧力に押されて衰退しはじめた.寒気に襲われ

母国からの援助を失ったグリンランドの農民たちほみじ

めた衰亡の道をたどりはじめたのである.

後年南グリンランドのスカンジナビア人の墓をほり

おこしてみると氷の次かにミイラにたった遺体はや

せ衰え病にかかり永年の近親結婚でかたわに次って

いることカミ発見された.孤立無援の彼らをエスキモｰ

が襲撃して殺りくしたこともわかった.氷の下に埋め

られてあった木製の樹ま祖先の初期植民たちが暖い気

候のもとで楽しく暮していたことを偲ば昔だ､何人か

の生き残肋ミ16世紀のはじめまでは生きていたらしい.

というのは1550年ころアイスランドにむかった一隻の船

が吹き流されて600年も音紀バイキングが発見したグ

リンランダ締の小島に着き上陸した宙船長は古い石づ

く聾の農家にはいあカミったところだしぬけに粗末なウ

ｰルとアザラシ皮のガイトウをきた1人のスカンジナビ

ア人にぶつかった.これかグシンランドに植民したバ

イキングの末えいカミヨｰロッパ人の員にうつった最後

の1人であった.

最近1,000年ぐらいを通してみると約120年を周期

にしてδ(Oi8)の量カミ振幅していることに気がつく､

これを外挿して将来を予測すると20～30年後の21世紀

のはじめ頃に寒冷期がやってくることになる｡現在

ほしだいに寒くたっているのである刊

このような気候変動の周期性についてはいろいろの議

論カ童ある.さきにのべた南極氷床サｰジ説も最近の

有力改説のひとつである｡そのほかに太陽顛舶変動

説淋ある､太陽輻射の変化は大気中のC童唾量の変動を

ひき起こすと考麦られる｡というのは太陽黒点の清

動期牢は短波の輻射量が増加し同時に太陽から放出さ

れるプラズプの磁場は宇宙線の通過を妨げる｡これカミ

C1{の生産量を低下させるのである.だぜ改らC至{は

N呈唾に宇宙線添衝突して生成されるのだから宇宙線の

量が減少すればC14の星もそれにしたがう血これカミ

温暖期にC14の少ない理由でありそれにともなって

δ(〇五8)が大きく次る,この影響は植物へのC14の吸収

を変化させる.植物中のC主唾量を調べてみると過去

亙呈000年の間に5回のC!里の減少期カミあった(1量790

夏争600至享遜60夏ヨu0980AD)､これは第7図の

δ(018)の最大期によく一致する,

ソ連隊砕氷総攻ど舞

(手剤)と察谷(蝸蹄)�
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玉暮宣導｡勤B㌘嚢での荻ぴ魯切変蛾外ξス:ヨンシン⑰ル吟)

泳潮以稜の妻懸髪化がは悦慧夢してい答､鐵苓離の贈段状カｰ

ブの少とつの階段は紬互⑪⑪等以上闘じ億湯漣続していることを

し彰す｡j筑陵変動線憾ぼ§娩華燭翔紀なる(上部の架印と下

､部唯一クジ(眺鵜眺醐呼鐘1醐)

つぎに'第思図はここ逓､00⑪牢の間の蓼(ぴ竃)の変動

園である｡深さにするピ享218メｰ)雌での部分に

あたる｡躯00遭更と2｡δ00遷Pの聞に寒冷期が牟争

この時期には氷海かいちじるしく前進し淀という証拠

添ある｡顕著なのは遂｡遂◎0蔦漂から7芽000B貨までず

っと温暖期が続いていることである｡これは沖積世

のアトラント期にちょうど対比できる.

1万年から昔にたると急激にδ(018)が減少しそ

れ以前はウィスコンシン(ウノレム)氷期であることにま

ちカミいは扱い.これは他の基準の年代区分と一致し

沖積世と洪積世の境界を気温変動からしめしている.

そしてこの氷期のたかにアレレｰド(11争800～

11,000BP)とへ一リング(12,400～12,000BP)の2

つの間氷期が認められる.これは氷床深層における

鍵層としてC14法による直接の年代測定よりも確実た

ものとなった.こうして理論式で得られた時間スケ

ｰノレは他の方法で得られた実際の年代とよく一致して

いることがわかった.
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第9図aは11万年前までの気候変動をまとめたもの

である.13,000～17,◎00BPはウィスコンシン氷期の

なかでもっとも寒かった時期である(ウルム双氷期)曲

17,000～20,000BPはラスコｰ間氷矧

21,000～25,000BPはウルム皿正氷期

29,000～35,000BPはハウ1ぐルフ闘氷期

42,000～49,000BPはケトτワイゲル間氷期

第9図各種の方法による最近10万年の気候変動(DムNsGムARDeta1

���

a､キャンプセンチュリｰの氷床コアδ(O18)の変化

b.オランダの花粉分析とC1壬年代による変化

C.北米オンタリオにおけるロｰレンシアン氷床の変動(年代

はCl{法による)

d.カリブ海における深海底質コアの酸素同位元素による海面

の温度変化

63,000～66,000BPはアマルスフｰルト間氷期

そして73享000BP以前は後氷期と同じかよ夢混媛

た気候をしめしている.つまりサンガモン(ジス･

ウルム)間氷期にあたる､

100享000BPのところに小さ放寒冷期があるがこれ

はほぼ40センチぐらいの氷の試料でこれがイリノイ期

(リス氷期)の名残りであるとは考えられ扱い､

わしたものである.

以上近つの気候変動図を並べてみると

氷床のコアか�
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ら得られた結果と多少のずれはあっても異なった地域

で異次った調査法で得られた傾向とよく一致している

のに驚くのである.むしろ氷床のコア解析のデｰタ

のほうがより精度カミいいようにさえみえる.ただ年代

の正確た決定が残された問題になっている.

それにしても極地の氷床の深層ボｰリングのコア解

析によって得られた結果には最近10万年の地球の気候

変動の記録がより直接的に詳細に残されていることが

わかったのである.とくに大切汰点はこの記録が陸

の堆積物とちがって完全に連続的な層序にたって保存

されているという事実である.これはなにものにもか

えがたい貴重な記録といわなければならたい.

バｰド基地で2,164メｰトノレのコアが10万年の記録を

残しているとすれば東南極の中央部に近いところでは

氷厚4,OOOメｰトノレ以上もあるのだから数十万年う

まくいけば数百万年にわたる連続的た気候変動の記録が

得られるかもしれない.

周本隊では最近ようやく内陸基地をつくりはじめた.

ボｰリング計画はまだはじまったばかりである.氷床

の底まで到達したしボｰリングはいまのところグリ

ンランドのキャンプセンチュリｰと南極ではバｰド基

地だけである.それぞれ1本ずつにすぎたい.氷

床層序学はその緒についたばかりである.西南極と東

南極ではその層序がどうちがっているかもっと深いと

ころではどうなっているか疑問と興味は深まるばか

りである.

(筆者は北海道大学理学部地質学鉱物学教室)

後記:この項については北大低温科学研究所鈴木義男教授

および遠藤八十一氏にご教示をいただいた.

ソ連隊工利一ユァ勢で防寒靴をはく編入船資

ソ連ミルヌイ基地で調査隊の出
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